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　今冬はいつにない少雪となり各方面で影響が現れていることとお察し申し上げます。
日頃より富永三千敏の議会活動にご指導お力添えをいただき心より厚く御礼申しあげます。

　現在、魚沼市役所の事務所の位置を定める条例が平成 27 年第 4
回定例会で出され審査の結果、継続審査となりました。庁舎は市民
の生活と福祉を維持向上させるための仕事をする場であり、市民の
ためのものでなくてはなりません。慎重に調査検討をする必要があ
るために議決せずに継続審査としたものです。皆さまのご意見お考
えをお聞かせください。

平成27年12月9日 第4回定例会「一般質問」
1. 地方創生事業の課題と展開について
問　地域住民生活支援等緊急支援のための交付金
事業の地方創生先行型と消費喚起型に属する７事
業全般に関して進捗状況はどうか。問題課題をど
う解決し、次のステップに繋げるか。

答　ほぼ計画通り実施しているが、一部事業変更
し組み替えたものもある。課題については、事業
完了後に精査検討し今後の展開につなげる。

問　市民が利用できる「100 円バス」「まちな
か周遊バス」、２次交通としての「1000円タク
シー」「観光周遊バス」などのコースを考え、そ
れぞれが交差する乗り継ぎ停留所を設定してはど
うか。

答　観光協会ほか関係団体と協議検討したい。

２.「食でつながる元気なまちづくり推進計画」
　　について
問　健康課が主管し多くの課が関わり市民団体も
含めた検討委員会で議論している「食でつながる
元気なまちづくり」推進計画の策定にあたっての
問題点はなにか。策定後の官民連携の推進組織を
どのように考えているか。健康の保持増進、食の
教育と食文化の継承、産業の振興、観光振興・交
流促進、環境保全のテーマについて問う。

答　個々のテーマを結びつけ連携した取組が如何
に出来るかが課題である。各テーマごとに 10 年間
を見据えた目標値を設定し中間時点で検証見直し
をする。市民、事業者、生産者と行政が一体とな
る推進協議会を組織する予定である。

一般質問一般質問

　新庁舎を建設することで行政機能を一本化する計画を進めるために、平成 27年 12 月 4日の第 4回定例
会（12月議会）の初日に「魚沼市役所の位置を定める条例の制定について」が提案されました。

　新庁舎建設によるメリット・デメリットや将来財政予測、現庁舎活用方法などが不明で理解が得られてい
なく、資料・調査が不充分であるために継続審査になりました。

　なぜ、新庁舎建設なのかが住民に理解されなくてはなりません。

　新庁舎建設は必要ないとして、H22 年 9月、H23 年 9月の湯之谷庁舎を本庁舎として集約する案を二度
提出しましたが、いずれも議会で否決されました。その間のH23の新潟福島豪雨での市内被災や東北大震災
の国民生活への影響、また合併時の中越地震などを経験して分散する庁舎の非効率と経費の無駄を実感して
の新庁舎建設論とのことです。もっとも大きな理由の一つとして合併特例債の延長があり、これを利用する
ことで市の負担を軽減出来る財源としての有利性があるとしています。

魚沼市庁舎再編について魚沼市庁舎再編について



富永三千敏 議会活動の概略

魚沼市議会の本会議がインターネットで見ることができます。魚沼市 → 魚沼市議会 → 本会議録画映像配信
また、議事録もご覧いただけます。

月 日 曜 内　　　容 月 日 曜 内　　　容

魚沼市議会の本会議がインタ ネ トで見ることができま

月月 日日 曜曜 内内 容容
7 30 木 庁舎再編整備特別委員会　小委員会
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3 月 庁舎再編整備特別委員会　小委員会
4 火 庁舎再編整備特別委員会　小委員会
5 水 庁舎再編整備特別委員会　小委員会
6 木 ヒルクライム　安全防護柵設置作業
6 木 地域医療特別委員会
6 木 庁舎再編整備特別委員会
11 火 総務委員会
11 火 庁舎再編整備特別委員会　小委員会
11 火 会派合同勉強会
15 土 集中講座　財政について (長野県にて )
16 日 集中講座　財政について (長野県にて )
17 月 集中講座　財政について (長野県にて )
19 水 庁舎再編整備特別委員会（小委員会「市民の意見を聞く会」について）
19 水 中越地区議員研修会 (小千谷 )
20 木 庁舎再編整備特別委員会（小委員会「市民の意見を聞く会」について）
21 金 庁舎再編整備特別委員会
25 火 庁舎再編整備特別委員会（小委員会「市民の意見を聞く会」について）
26 水 しんせいクラブ　会派会議
30 日 薬師スキー場ゲレンデ草刈り
30 日 「市民の意見を聞く会」開催　庁舎再編整備特別委員会主催
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1 火 議員視察「大地の芸術祭」
2 水 しんせいクラブ　会派会議
3 木 合同会派会議
5 土 湯之谷中学校運動会
7 月 第３回定例会（９月議会）　初日
8 火 第３回定例会（９月議会）
9 水 会派勉強会
10 木 第３回定例会（９月議会）
11 金 議会報告会実行委員会
11 金 第３回定例会（９月議会）
11 金 庁舎再編整備特別委員会
14 月 合同会派会議
15 火 総務委員会
16 水 庁舎再編特別委員会
16 水 庁舎再編基本計画（案）市民説明会
18 金 議員　財政勉強会（外部講師）
24 木 H26年度決算審査特別委員会
24 木 議会報告会実行委員会
24 木 庁舎再編基本計画（案）市民説明会
25 金 H26年度決算審査特別委員会
25 金 しんせいクラブ　会議
28 月 H26年度決算審査特別委員会
30 水 湯之谷地域老人福祉大会
30 水 広報編集特別委員会
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1 木 庁舎再編基本計画（案）市民説明会
2 金 第３回定例会（９月議会）　最終日
4 日 富永三千敏後援会　議員活動報告
4 日 富永三千敏後援会　MG大会
5 月 PFI 勉強会
5 月 R352 バイパス早期開通期成同盟会役員会
7 水 庁舎再編基本計画（案）市民説明会
8 木 広報編集特別委員会
8 木 総合計画特別委員会
8 木 庁舎再編特別委員会
9 金 総務委員会
12 月 下折立老人会対象議会報告
13 火 広報編集特別委員会
16 金 庁舎再編特別委員会
16 金 議会改革特別委員会傍聴
17 土 コミュニティ協議会視察（南魚沼市薮神コミ協）

月月 日日 曜曜 内内　 容容
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19 月 湯沢・南魚沼・魚沼議員連絡協議会中央要望
23 金 しんせいクラブ会派会議
25 日 東湯之谷コミュニティ協議会　コミ協まつり
27 火 議会報告会事前打ち合わせ
28 水 地域医療対策特別委員会
28 水 庁舎再編特別委員会（建設候補地現地視察）
30 金 湯沢・南魚沼・魚沼議員連絡協議会中央要望　反省会
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1 日 コシヒカリマラソンスタッフ参加
1 日 財政勉強会（大和田一鉱）
2 月 議会報告会（守門西名）
3 火 議会報告会（小出）
3 火 議会報告会（湯之谷上ノ原）
4 水 議員研修（会派）（滋賀県）
5 木 議員研修（会派）（滋賀県）
6 金 議員研修（会派）（滋賀県）
8 日 R352 バイパス早期開通期成同盟会　総会
10 火 庁舎再編特別委員会
11 水 総務委員会行政視察（長野）
12 木 総務委員会行政視察（長野）
16 月 会派会議
20 金 湯之谷地区自治会長会懇談会
21 土 長島忠美国政報告会
23 月 魚沼青年会議所　庁舎討論会
24 火 足立・魚沼友好自治体議員連絡協議会
25 水 総合計画特別委員会
25 水 庁舎再編特別委員会
26 木 議会報告会実行委員会
27 金 地域医療対策特別委員会
27 金 長島忠美勉強会
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2 水 しんせいクラブ会派会議
4 金 第 4回定例会 (初日 )
6 日 魚沼検定・尾瀬検定
6 日 平山征夫後援会
8 火 第 4回定例会（一般質問）
9 水 第 4回定例会（一般質問）
11 金 庁舎再編特別委員会
13 日 薬師スキー場安全祈願祭
13 日 新庁舎建設位置説明会
15 火 庁舎再編特別委員会（継続審査に）
15 火 新庁舎に関する説明会（下折立対象）
16 水 新庁舎に関する説明会（大湯、上折立対象）
19 土 新庁舎に関する説明会（宇津野、芋川対象）
20 日 新庁舎に関する説明会（有志対象）
21 月 第 4回定例会（最終日）
24 木 広報編集特別委員会

H28

1

4 月 しんせいクラブ会派会議
4 月 賀詞交換会
5 火 合同会派会議
7 木 広報編集特別委員会
7 木 しんせいクラブ会派会議
8 金 市立小出病院西病棟視察
8 金 合同会派会議
11 月 新庁舎建設市民会議との意見交換会
13 水 広報編集特別委員会
13 水 うおぬま夏の雪まつり実行委員会
14 木 しんせいクラブ会派会議
17 日 地域おこし協力隊募集イベント参加
18 月 庁舎再編整備特別委員会
19 火 合同会派会議
19 火 地域医療対策特別委員会

　本計画は現状と将来展望を考慮しての計画ですが、分庁舎方式と新庁舎一本方式の経費比較や 10年間の
財政シミュレーションが示されているが、それ以外の判断材料はないといっても良いくらいです。

　私は次のように考えます私は次のように考えます
　いずれは新庁舎建設は必要です。しかし現段階では新庁舎は建設しないで、まだ使える現庁舎を利用しな
がら福祉や教育環境の充実、市民サービスの向上と産業の強化支援などを実施して住みたいまちの実現を図
るべきです。延長になった合併特例債を利用できるこの機会に新庁舎を建設するべきと判断するには、根拠
が不足しています。

　現庁舎利用後の庁舎建設の場合と合併特例債を使い今建設する場合の建設初期費用、維持管理費、将来負
担や財政予測、まちづくりの発展性などが比較できる材料が揃い、比較検討の結果においてより良い方を選
択すべきである。

　いろいろな判断材料を調査検討して今作るべきと判断したら、いろいろな機能（行政事務のほか各種市民
サービスが提供できる仕組み）の庁舎、魚沼らしいシンボリックな庁舎を市民と協力して考える。

　その姿が見えたら、それを実現出来る設計を創り上げ候補地のどこに建つのかはっきりした時点で位置条
例を決定するべきです。


